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　中小企業等の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、無料相談、講習会、セミナーなどを中心に、中小企業等の支援を
行っている京都発明協会の行事をご案内します。

弁理士・弁護士による産業財産権相談会（無料）
弁理士による相談
　知財の専門家である弁理士が、特許・商標等の出願から権利取得に至るまでの手続、類似技術や類似名称の調査、ライセンス契約、
海外展開における注意点等の知的財産全般について無料でご相談に応じます。

弁護士による相談
　知財を専門分野とする弁護士が、自社製品の模倣品が出回った際の対策、知的財産に関する契約への助言、侵害警告を受けた場合
の対応、知的財産を巡る訴訟、権利活用上の留意点等の知的財産に関する問題について無料でご相談に応じます。

◉日　　程　偶数月の原則第2火曜日　１２月８日、２月１６日 草地　邦晴 氏
◉相談時間　13：00～16：00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

場 所／京都発明協会 相談室

前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡ください。

申込み、お問い合わせ先

一般社団法人 京都発明協会 TEL：075-315-8686　FAX：075-321-8374 〔https://kyoto-hatsumei.com/〕
〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町134　京都リサーチパーク内　京都府産業支援センター2階

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画連携係　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

京都発明協会からのお知らせ（１１～１２月）
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　特許や商標など知財に関する様々な悩み・課題について幅広く相談を受け付け、窓口に配置する知財アドバイザーのほか、知財
専門家（弁理士・弁護士等）や関係する支援機関と連携して解決に向けたアドバイスを無料で行います。

京都府知的財産総合サポートセンターは、京都府中小企業技術センター、公益財団法人京都産業２１、京都海外ビジネスセン
ター、JETRO京都等と連携し、知財・技術・経営支援のワンストップサービスを実施しています。

◉日　　程　毎日（土日祝日、お盆休み、年末年始を除く）　◉相談時間　9：30～12：00 ＆ 13：00～16：30

◉窓　　口　JETRO京都・京都海外ビジネスセンター　　◉日　　程　毎月第1又は第2水曜日
◉相談時間　13：30～16：30

知財アドバイザーによる知的財産相談会（無料）

京都府知的財産総合サポートセンター事業（京都府委託事業）のご案内

場 所／京都発明協会 相談室

知財アドバイザーによる知的財産相談会（無料） 場 所／京都経済センター

特許・商標・意匠・実用新案等　知財に関する相談が無料でできます！！　すべて事前予約制

◉相談時間　13:00～16:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

１１月  ５日 本田　史樹 氏
１１月１２日 宮澤　岳志 氏

１１月１９日 中村　惇志 氏
１２月  ３日 清水　尚人 氏

１２月１０日 瀬川　耕司 氏
１２月１７日 佐野　禎哉 氏

◉日　　程　毎月木曜日3回

１１月11日、１２月２日、１月１３日、２月３日

☆4月から京都経済センター内に『JETRO京都知財相談窓口』を開設しました！！

★まずは、京都発明協会までお申込みください ☞ 電話：０７５-３１５-８６８６
遠方の方、又はコロナ対応をご希望の方は、電話・Zoom・メール相談をご活用ください。

知財に関する悩みや課題はありませんか？ 電話・Zoom・メール相談も可能です！！ ［秘密厳守］

無料オンラインセミナー 受講者募集中！！　申込〆切：11/13
最新の技術情報の入手に役立つサイト「J-PlatPat」の講習会を開催中。本講習会では、特許情報を効率的に検索されたい方を対象に利用方法や
操作方法をわかりやすく解説します。この機会に是非ともご参加下さい。
・第４回 １１月２０日13：30～16：00 海外データベースを活用した外国特許公報検索

〈京都市委託事業〉2020年度 中小・ベンチャー企業のための特許情報プラットフォーム(J-PlatPat)講習会　開催中！！

コロナ禍で開催が遅れておりましたが、京都発明協会の会員を対象に知財に関する勉強会を実施いたします。
・開催月 ： １１、１２、１、２月（全４回）13：30～15：30　皆様のご参加をお待ちしております。

会員向け！！「令和2年度 知財勉強会」開催のご案内　無料オンラインセミナー 受講者募集中！！

詳細・お申込みは、いずれも京都発明協会のHPをご覧いただくか、右記QRコードからアクセスしてください。 詳細・申込

品質工学の背景
　品質工学は田口玄一博士により構築されたものです。1980年
代、自動車産業にも取り入れられ、アメリカ経済の立て直しに寄
与したことで、日本でも注目されるようになりました。
　品質工学は機能性を評価する技術であり、それを基本として
パラメータ設計やMT法といった、製品の品質改善や予測判別
の手法が確立されています。
　評価（＝価値の判断）はどの分野においても必要な技術で、製
造業はもとより農林水産業、医療、気象、物流、経営など様々な場
面で品質工学が適用されています。品質工学による評価は、広い
分野で市場品質問題の発生を未然防止することに役立ちます。

基本機能
　市場の製品には様々な品質問題がつきまといますが、その
原因のほとんどは機能（製品に要求される働き）のバラツキに
起因するものです。したがって、機能が安定すれば、ほとんどの
品質問題が改善することになります。品質工学では、機能のば
らつきを機能性と呼び、機能性を評価し、改善することを推奨し
ています。
　そして、製品やシステムの根幹となる機能が「基本機能」で
す。基本機能は、製品やシステムの入出力関係と、その理想状
態から定義されます。電球を例にすると、電球は電力を光に変
換する働きが機能であり、入力は電力、出力は光量と置き換え
ることができます。またその理想状態は、入出力の関係が原点
を通る直線になり、かつその傾きが大きいことです。基本機能
の機能性を評価し、改善することが重要です。

機能性の評価
　品質工学で機能性を評価する場合は、意図的に機能をばら
つかせる要因（＝誤差因子）を与えて、入出力関係のばらつきを
評価します。誤差因子には気温、組立て公差、劣化、使用方法な
どがあります。評価に当たってのポイントは、複数の誤差因子
を複合化して与えるということです。複合化により実際の顧客
の使用環境に近い状態での評価が可能になります。

機能性の改善
　機能性の改善は、パラメータ設計（またはロバストデザイン）
と呼ばれる手法で行います。パラメータ設計は、前述の機能性
の評価を主体として、直交表やSN比（安定性の評価尺度）を利
用して、簡単・迅速・正確に最適化を行うものです。
　パラメータ設計では、機能性を改善するアイデアとしての制

御因子が重要になります。制御因子は技術者が自由に選択で
きる因子で、誤差因子とともに直交表に割り付けて実験し、SN
比と感度（直線の傾き、あるいは特性値の平均）を算出し、最適
な制御因子の組み合わせである最適条件を決定します。
　最適条件の決定では、最初に各制御因子でSN比の高い水準を
選択し、次に感度を目標値に調整します。この順番で改善するこ
とが、無駄な手戻りを回避することに繋がります。また、感度の調
整はなるべくSN比が変化しない制御因子で行い、SN比や感度に
影響を与えない制御因子は、コスト優先で水準を選択します。
　最適条件が決定したら、その条件でSN比と感度の改善量の
推定値を計算します。次に最適条件で確認実験を行い、実際の
改善量を実測します。計算で得られる推定改善量と確認実験に
よる実測改善量の差が小さければ、最適条件は市場で再現す
ることが期待でき、設計を完了することができます。逆に、推定
値と実測値の差が大きかった場合、市場での再現性は期待で
きません。つまり、確認実験での再現性は、下流で起こる問題
を上流で予測しているのです。確認実験で再現性を得られな
い場合は、制御因子や評価特性を変更して再現性を確保する
必要があります。これを怠ると、出荷検査では問題のなかった
製品が、市場で品質問題を起こしてしまいます。パラメータ設
計で機能性を改善し、再現性を確保して、市場での問題発生を
未然防止しましょう。

　このコースでは毎回、内容の復習を兼ねて演習をしました。
　下図は演習の解答例です。

技術力向上集中セミナー 概要報告
－品質工学基礎コース－

技術
センターから

　中丹技術支援室ではコロナ感染予防をしながら企業の継続的な技術力向上を支援するため、品質工学基礎
についてのWEBセミナーを開催しましたので、その内容について報告します。講師にはTM実践塾芝野広志
氏を迎えて、全5回で品質工学の概観や基礎的な考え方、実際の手順や手法について講義いただきました。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL：0773-43-4340  E-mail：chutan@kptc.jp

テレワークで講義くださった
芝野先生

演習の解答例／ボールペンの改善について


